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甲斐市議会 議会改革特別委員会 会議録 

 

 １．開 催 日 時    令和 7 年４月２４日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 

出席委員（９名） 

   委 員 長  金 丸 幸 司 君    副委員長  若 尾 彰 子 君 

         保 坂   康 君           口 孝 之 君 

         清 水 和 弘 君          滝 川 美 幸 君 

         小 澤 重 則 君          松 井   豊 君 

         内 藤 久 歳 君 

 

   議  長  秋 山 照 雄 君 

 

欠席委員（なし） 

 

傍聴議員（１名） 

         依 田 那津希 君         

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 中 澤 一 昭 書 記 森 田   公 

書 記 小 林 久 美 書 記 深 澤 隼 人 

書 記 圓 谷 孝 宏   

 

内容 

１ 中学生職場体験について 

２ その他 
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開会 午後 ２時４２分 

 

○書記（小林久美君） ご参集お疲れさまです。 

  ただいまから議会改革特別委員会を始めさせていただきます。 

  初めに、委員長挨拶、金丸委員長、お願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） 改めまして、こんにちは。 

  委員会後のご参集、大変お疲れさまです。 

  本日の議会改革特別委員会は、昨年に引き続き中学生の職場体験についてのご協議をして

いただきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたしまして挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

○書記（小林久美君） ありがとうございました。 

  続きまして、議長挨拶、秋山議長、お願いします。 

○議長（秋山照雄君） 昨日また本日と各委員会、ご苦労さまでございます。 

  今日は総務委員会の後この議会改革特別委員会ということで、皆さん残っていただきまし

て、ありがとうございます。 

  これから、先ほど委員長が申したように、中学生の職場体験についてでございますけれど

も、皆さん、慎重なご審議をよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○書記（小林久美君） ありがとうございました。 

  それでは、議事の進行につきましては、金丸委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（金丸幸司君） ただいまの出席委員は８名です。定足数に達しておりますので、こ

れより議会改革特別委員会を開会いたします。 

  なお、 口委員におきましては遅刻の旨の連絡がありましたので、報告いたします。 

  それでは、内容に入ります。 

  （１）中学生職場体験についてですが、今年度の実施に向けての協議となりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、先に事務局より説明をお願いいたします。 
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  小林係長。 

○書記（小林久美君） それでは、中学生職場体験についてご説明いたします。 

  資料は１ページになります。 

  昨年度中学２年生を対象に行っている職場体験の受入れ先の一つとして議会を入れ、市内

３校の希望した中学生に議員が講師となって教育及び議会体験等を実施することができまし

た。今年度も引き続き職場体験を受け入れ、主権者教育の機会とさせていただきたいと思い

ます。 

  各校の職場体験の日程の予定は記載のとおりですが、昨年度実施がかなわなかった竜王中

学校と玉幡中学校の受入れが実施できるよう計画し、進めてまいります。その中で、玉幡中

学校の予定が６月11日水曜日、12日木曜日となります。６月は定例会の予定がありますが、

日程としましては、一般質問の受付が６月５日で終了し、19日の開会までの間となります

ので、他の予定とは重ならない日程となります。 

  本日ご協議いただきたい内容になりますが、まず、１つ目として、玉幡中学校は６月の対

応になりますが、このまま進めてよろしいでしょうか。 

  次に、受入れ人数になります。昨年度の実績も踏まえ、受入れ人数案を資料に記載しまし

たが、対応が可能であるかご協議をお願いいたします。 

  また、職場体験は学校が指定した３日間、または２日間の体験受入れとなります。昨年度

は、３日間の場合は学校側と協議し、受け入れた３校とも２日間の計画となるよう調整を行

いました。今年度の受入れについては、学校が指定した日程に従い実施したいと思いますが

よろしいか、ご協議いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

  説明は以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  初めに、説明にもありましたが、今年度は市内中学校の５校を受け入れる方向で進めたい

と思います。玉幡中学校につきましては、６月定例会の直前となりますが、受け入れること

でよろしいか、まずこれについてご協議していただきたいと思います。 

  これについて質疑ありますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 案のとおりでいいんじゃないかと思います。 

○委員長（金丸幸司君） そのほかございますか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（金丸幸司君） よろしいでしょうかね。 

  じゃ、なければ中学校、６月の受入れということで進めさせていただきます。 

  もう１点は、受入れ人数でありますけれども、この件について何か質疑あったらお伺いし

ます。 

  質疑ございますか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） この人数は希望者か何か取ったわけでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 小林係長。 

○書記（小林久美君） こちらにつきましては、学校側に10名程度受入れ可能という形で回

答するためのもので、学校からの希望というわけではなく、議会として受入れが可能かどう

かをご判断いただきたいと思います。 

○委員長（金丸幸司君） この受入れの件について何かご意見あるでしょうか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） この人数にも関わることなんですが、改革委員会が９名ということで

すが、９名だけじゃなくて、改革委員会外の議員さんにも協力していただいて運べれば、受

入れが可能じゃないかなと思うんですが、どうでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 先ほど小澤委員よりあったんですけれども、改革委員以外の全議員

が対象でもいいのではないかというご意見があったんですが、この件について何かご意見あ

りますでしょうか。 

  若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） 私も小澤委員の意見と同じで、ほかの議員も加われば、10名でも対

応可能だと思います。 

○委員長（金丸幸司君） 先ほどこの10名の受入れなんですけれども、委員外の他の議員の

方にもお手伝いしていただければ可能ではないかというご意見があったんですけれども、こ

れで進めてもよろしいでしょうか。 

  ほかにご意見ありますか。 

  よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） では、そのように進めさせていただきます。 

  次に、受入れ日数につきましては、学校で指定する日程の受入れでよろしいでしょうか。
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ここに今、案が出ていますけれども。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これについては、やっぱり３日と２日だよね。学校によって９、10、

11、それから11、12、13、２校だけ３日の日程で、前回やったときに時間を消化するのに

苦労したと、現実問題、３日の設定で。そういうことを考えると、２日間で絞って、内容的

に、じゃ、３日やったときに、何をどうするかとやったときに、職場体験の間でやっぱり内

容的に、当然日数が多くなれば、中身も増やさなきゃならんということを考えると、やっぱ

り日程的には２日ぐらいの設定で進めたほうが全体の進める上でやりやすいんじゃないかな

と思うんで、これ、３日とあるけれども、こちらの要望として、学校側がそうであれば、こ

ちらの運営上のこととしてほかの中学校と同じように統一をして、２日の日程でやったほう

が、やるほうも来るほうもやりやすいし、主権者教育という全体の目的に対してそういう進

め方したほうがいいのかなと思います。 

  以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 小林係長。 

○書記（小林久美君） 日程につきましては、学校のほうのカリキュラムに沿った形になりま

すので、この後決定事項になりましたら、学校側と協議という形にさせていただいて、その

結果を報告させていただきたいと思います。 

  議会のほうでは２日で統一をしたいということで受けたいと思います。 

○委員長（金丸幸司君） 分かりました。 

〔「委員長、ちょっとよろしいですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 森田係長。 

○書記（森田 公君） すみません、昨年担当させていただきまして、やはり学校側の日数を

短縮しますと、その間生徒が１日休みになるのか、ほかの生徒たちがみんな職場体験に行っ

てしまいますので、その間その子供が１日ぽつんと空いてしまうような状況が生じておりま

して、できれば半日ずつでもいいので、３日埋めていただきたいというのが学校側からの要

望でしたので、昨年に引き続きまして、３日やるのは双葉中学校と竜王中学校ですね。先ほ

ど小林係長も言ったように、一応中学校側にはご協議をしますが、もしかすると、ほかの受

入れ先、例えば２か所行ってもらうとか、そういうようなことが生じてくる可能性がありま

すので、そういった場合は、例えば１日のところを半日にして、３日間潰していただいて、

1.5にするというような形で、３日間受け入れざるを得ない場合が出てきますので、その際
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にはまた何らかの、昨年やった状況を踏まえまして、何か新たな取組で生徒に対応をしてい

ただければなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（金丸幸司君） この件について何か。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その前年度の現状を踏まえての係長の話だと思うから、要は学校でほ

かの子供たちは３日間やると、それでこっちだけやらないという。学校間の職場体験の日数

が違っているから、だから、こっちもそれに合わせてくれというのが学校の要望だというこ

とだよね。であるならば、突っ放しちゃうわけにもいかないね、そういうことを考えると。 

  そこら辺は、そういうことであれば、事務局も大変だけれども、事務局でちょっと考えて

もらって、お子守をするということだね。しようがない。 

○委員長（金丸幸司君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 参考に聞きたいんですけれども、議会はそういうことなんですが、市

役所自体の体験とかはほかにやっているんでしょうか。 

○委員長（金丸幸司君） 小林係長。 

○書記（小林久美君） 受入れ人数等は、ごめんなさい、詳細な資料が手元にはないんですが、

市役所としても支所のほうとかでは受入れをしている実績があります。 

○委員長（金丸幸司君） ということです。 

  一応議会としては一応２日間という案で、あとはご協議をしてもらって、また再度学校側

と協議した案をまた委員会へ持ち帰って、どういうふうになるかちょっと分かりませんけれ

ども、そういった議会としては２日間という方向でちょっと意見を投げかけてみて、また学

校のほうと議会側のほうでご協議を１回させてもらって、それ改善できるかどうかちょっと

分かりませんけれども、もしちょっと難しいとなれば先ほど森田係長が言ったことも踏まえ

て、また検討し直すということもあろうかと思いますけれども、じゃ、このように進めてい

きたいと思いますけれども、よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） そのようにさせていただきます。 

  そうしましたら、事務局は教育委員会の報告をお願いいたします。 

  次に、今後の流れについて事務局からお願いいたします。 

  小林係長。 

○書記（小林久美君） 次に、今後ですが、ただいまの協議で決まりました内容を教育委員会
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に報告をいたします。 

  それにより学校で生徒の希望調査を行い、受入れ人数等が報告されてきます。報告を受け、

再度議会改革特別委員会を開催し、人数によっては対応体制をどうするか、また、２日間ま

たは３日間をどのようなカリキュラムでどういった方法でどなたが講師で行うかなどをご協

議いただくようになります。よろしくお願いします。 

  説明は以上です。 

○委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  今後の流れにつきましては、すぐに意見をといってもなかなか難しいと思いますので、次

回の議会改革特別委員会において内容等を協議したいと思います。 

  委員におかれましても、中学生の希望人数によって委員以外の議員の対応を依頼するかど

うか、また、どのようなことを中学生に教えたいか、経験していただきたいか等を考えてい

ただければと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

  このほかで何か委員のほうで質疑があれば伺います。 

  若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） 竜王北中学校と敷島中学校が全く同じ日なんですけれども、これは２

校同時に受け入れるということですか。 

○委員長（金丸幸司君） 小林係長。 

○書記（小林久美君） 日程が重なっておりますので、同時受入れになります。そこで、受入

れ人数については５名、５名程度で合計で10名になるように進めていきたいと思っており

ます。 

○委員長（金丸幸司君） よろしいですかね。 

  そのほかございますかね。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（金丸幸司君） なければ、以上で中学生職場体験についてを終わります。 

  次に、（２）その他を行います。 

  初めに、議長より何かありますでしょうか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） 事務局より。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（金丸幸司君） ないようですので、以上でその他を終了いたします。 
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  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして議会改革特別委員会を閉会といたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ２時５６分 


